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１ 現況報告

１ 長期収支見通し

※端数処理の都合上、合計が一致していない場合がある。

決算 決算
R05 R06 R07 R08 R09 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20

5,276 4,913 5,145 5,167 4,988 4,935 4,964 4,692 4,422 4,260 4,166 4,131 4,120 4,094 4,075 4,065

1,498 1,505 1,477 1,466 1,453 1,440 1,427 1,414 1,401 1,389 1,376 1,363 1,349 1,336 1,323 1,309

2,371 2,022 2,469 2,468 2,327 2,260 2,267 1,966 1,681 1,484 1,353 1,285 1,254 1,227 1,204 1,189

1,399 1,376 1,184 1,222 1,198 1,224 1,258 1,301 1,329 1,376 1,425 1,473 1,506 1,520 1,536 1,556

7 10 15 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11

4,590 4,607 4,332 4,225 4,192 4,210 4,280 4,376 4,448 4,566 4,690 4,824 4,904 4,945 5,002 5,064

1,071 1,097 1,133 981 994 967 974 981 988 996 1,005 1,024 1,022 1,030 1,039 1,048

53 65 7 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

3,155 3,111 2,816 2,879 2,870 2,932 2,995 3,078 3,136 3,229 3,323 3,414 3,478 3,495 3,527 3,562

365 398 383 365 329 310 312 317 324 341 362 386 404 419 436 454

685 307 813 942 796 726 684 316 △ 26 △ 306 △ 524 △ 692 △ 784 △ 851 △ 927 △ 999

0 0 490 532 389 213 266 296 270 △ 36 △ 560 △ 1,252 △ 2,036 △ 2,887 △ 3,814 △ 4,813

2,639 3,238 4,401 2,473 2,988 2,778 3,057 2,577 3,031 2,914 2,976 2,549 2,335 2,404 2,504 2,597

1,931 2,112 2,710 1,735 1,828 1,554 1,591 1,291 1,499 1,422 1,458 1,273 1,164 1,198 1,248 1,295

2 24 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

697 1,085 1,691 737 1,159 1,224 1,465 1,285 1,532 1,491 1,517 1,276 1,170 1,205 1,255 1,302

9 17 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

5,043 5,844 6,999 5,074 5,668 5,533 5,825 5,103 5,264 4,767 4,560 3,967 3,696 3,697 3,745 3,809

1,331 2,114 3,340 1,559 2,284 2,352 2,843 2,536 3,002 2,896 2,965 2,546 2,334 2,404 2,503 2,597

3,712 3,730 3,659 3,515 3,384 3,182 2,982 2,567 2,262 1,872 1,595 1,422 1,362 1,293 1,242 1,212

△ 2,404 △ 2,606 △ 2,598 △ 2,601 △ 2,680 △ 2,755 △ 2,768 △ 2,527 △ 2,232 △ 1,854 △ 1,584 △ 1,418 △ 1,361 △ 1,293 △ 1,242 △ 1,212

2,404 2,606 2,598 2,601 2,680 2,755 2,768 2,527 2,232 1,854 1,584 1,418 1,361 1,293 1,242 1,212

1,790 1,356 1,355 1,432 1,328 1,115 897 582 270 96 21 △ 27 △ 89 △ 144 △ 203 △ 285

39,391 37,781 36,838 35,063 33,511 31,886 30,498 29,223 28,461 28,012 27,875 27,726 27,528 27,433 27,439 27,522

3,245 2,936 2,559 2,475 2,829 2,677 2,557 2,053 2,100 1,886 1,842 1,566 1,411 1,418 1,422 1,396

収益的収支（百万円、税抜）

項目　／　年度 2026 2027 2034 2035 2036 2037 20382032 20332028 2029 2030 2031

収
益
的
収
支

収入（収益）

下水道使用料

一般会計繰入金

長期前受金戻入

その他

累積損益（利益処分後）

支出（費用）

維持管理費等

減価償却費

支払利息

単年度損益

項目　／　年度 2032 2033 2034 2035 2036 2037 20382023

資本的収支（百万円、税込）

その他

支　出

建設改良費

企業債償還金

収支過不足額

現金預金残高

2023 2024 2025

　うち、非現金支出分

企業債残高

補てん
財源

使用額

翌年度繰越額

資
本
的
収
支

収　入

企業債

一般会計繰入金等

国庫補助金

2029 2030 20312024 2025 2026 2027 2028



算定期間算定期間算定期間
2027〜20362032〜20362027〜2031

9, 511,2994,844,3724,666,927維持管理費 ①
4,914,2973,914,0521,000,245資本費 ②
1,720,940860,470860,470資産維持費 ③

16,146,5369,618,8946, 527,642使用料対象経費 (①+②+③)

13,947,4766,812,1437,135,334現行使用料収入
77,896,64638,048,31939,848,327有収水量（㎥）

207.3252.8163.8汚水処理原価
179.1179.0179.1使用料単価

86%71%109%経費回収率

目標別平均改定率の算出
平均改定率平均改定率平均改定率改定目標

15.8%41.2%0.0%①経費回収率100％
△16.2％②使用料単価150円/㎥

55

１ 現況報告

２ 各試算の概要

算定方法 水道料金算定要領を準用する考え方
（単位：千円）



２ 今後の収入見込
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２ 今後の収入見込

2016年度
使⽤料改定

算定期間
2027〜2031年度

2015年度→2024年度(10年間)実績
水洗化済人口︓△6,511人（△8.4％）
有収水量︓△765,000㎥（△8.4％）

2027年度→2036年度(10年間)⾒込
水洗化済人口︓△6,678人（△9.8％）
有収水量︓△645,000㎥（△8.0％）

算定期間
2031〜2036年度

１ 水洗化済人口と有収水量の推移と見込（2015～2038年度）
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２ 今後の収入見込

2016年度
使⽤料改定

2027年度→2036年度(10年間)⾒込
使⽤料収入︓△11,700万円（△7.9％）
有収水量︓△645,000㎥（△8.0％）

算定期間
2027〜2031年度

算定期間
2032〜2036年度

2015年度→2024年度(10年間)実績
使⽤料収入︓△13,000万円（△8.0％）
有収水量︓△765,000㎥（△8.4％）

２ 使用料収入と有収水量の推移と見込（2015～2038年度）



３ 今後の事業費
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R20R19R18R17R16R15R14R13R12R11R10R9R8R7施設名種別

建
設
改
良
費

20382037203620352034203320322031203020292028202720262025
12199220472522但東北、港等統廃合事業

汚
水

2,2202,2152,2652,2102,3021,2272,2362,6712,1412,3581,9781,9272,0322,040⻑寿命化事業

2,2002,2002,2002,2002,2001,1702,1002,6092,0422,2651,8981,9122,0272,040
処理場公共

・
特環

マンホールポンプ場

管路
2015542477652819380155処理場農集

60106010601018処理場漁集
10075227677232471091702015215450耐震化事業

2,3202,2902,2872,2172,3691,9502,4832,7802,3112,5712,2292,1622,5492,562合計

３ 今後の事業費

１ 各事業の事業費

※雨水事業は除く 2027-2031合計：12,053 2032-2036合計：11,306

（単位：百万円）

10

◎主な固定資産の耐用年数 ※償却限度額を帳簿価格の95％に設定

☛ 管渠（構築物）：50年
☛ 処理場・マンホールポンプ場（機械及び装置）：20年

※第４回豊岡市公営企業審議会（2025.8.27）資料から抜粋

2027-2036合計：23,359



３ 今後の事業費

２ 各事業（具体例）

11

汚泥掻き寄せ機

砂ろ過機電気設備

ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ場

汚泥掻き寄せ機



３ 今後の事業費

３ 汚水管渠の更新費

12

・汚水管渠 施⼯年度別延⻑

・兵庫県が｢生活排水99%大作戦｣を1991(平成3)

年度 より展開

・豊岡市内の下水道管の布設年度も左図のと
おり1993〜2004年度に集中しており、全体
の約83％を占める。

・管渠の耐用年数は50年であるため、老朽化率
が今から18年後の2043年度には約11%、その
後12年間で急激に上昇し、2054年度末には
93% となる。

・赤枠部の建設費で約700億円であり、更新
時の費用の総額は900億円以上になると想
定される。

・汚水管渠の管理延⻑ L=970.7km

更新時は総額900億円以上



３ 今後の事業費

４ 下水道事業の補助金

13

出典：令和７年度上下水道関係予算の概要（国土交通省上下水道審議官グループ）



３ 今後の事業費

５ 今後の事業費

14

２．10年間で約230億円の事業費
⇒ 施設を適切に管理するうえでの最低ライン

３．管渠の老朽化率は30年後には約93%となるが、耐用年数≠寿命。
適切に維持管理をしていけば、耐用年数50年以上の使用は可能。

１．国の補助金は5,000億円で推移
⇒ 更新事業の進捗は、建設時の１/３程度

４．人口減少に伴う下水道事業区域及び下水処理方式の見直しなど
を見据えた経営改善の検討



４ 下水道使用料体系の検討
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４ 下水道使用料体系の検討

１ 使用料対象経費の分解

☛ 使用料体系の設定は、個々の使用者の使用実態に応じて配分された個別原価に基づいて行う。
☛ この場合、使用料対象経費の分解と使用者群の区分を行い、それを基礎に使用料体系を設定するこ

とが合理的である。

１ 意義

☛ 使用料対象経費の分解は、使用料体系における基本使用料、従量使用料、累進使用料等を定める際
の基準として用いるために経費をその性質にしたがって分解するものであり、個別原価に基づく使
用料体系を設定するための前提の作業である。

☛ 一般的には、使用料対象経費は、需要家費、固定費及び変動費の３種類に分類される。

概要使用料対象経費の区分

☛下水道使用水量の多寡に関係なく主として下水道使用者数に対応して増
減する経費であり、使用料徴収関係経費等がこれに当たる。

需要家費

☛下水道使用水量及び使用者数の多寡に関係なく下水道施設の規模に応じ
て固定的に必要とされる経費であり、資本費、電力料金の基本料金、人
件費の基本給部分等がこれに当たる。

固定費

☛主として下水道使用水量の多寡に応じて変動する経費であり、動力費の
大部分、薬品費等がこれに当たる。

変動費

Point！

Point！

16



４ 下水道使用料体系の検討

☛ 使用料対象経費のうち基本使用料として賦課するものは、基本的には需要家費及び固定費とするの
が適用である。

☛ 施設型事業である下水道事業の特性により、使用料対象経費に占める固定費の割合が極めて大きい
ことから、固定費についてはその一部を基本使用料として賦課し、他は従量使用料として賦課する
のが妥当である。

☛ 基本使用料として賦課する固定費の範囲については、各地方公共団体の排水需要の実態、下水道事
業の実態等を勘案して定めるものとするが、事業の安定した収支の均衡を図る観点から十分に検討
する必要がある。

☛ 従量使用料として賦課するものは、基本使用料として賦課するもの以外のすべての経費とし、使用
料対象経費の分解に応じて水量区分ごとに配賦するものとする。

２ 対象となる経費の範囲

需要家費

固定費

１ 使用料対象経費の分解

変動費

Point！

Point！

全部「基本使用料」へ分配

基本使用料と従量使用料に分配

全部「従量使用料」へ分配 二
部
使
用
料
制

基本使用料

従量使用料

17



４ 下水道使用料体系の検討

☛ 使用料対象経費の分解基準に基づき分解した経費は、各々の経費の性質に応じた配賦基準により各
使用者群へ配賦することとする。

☛ 具体的な配賦基準の設定は、各地方公共団体の排水の実態と、各々の経費の性質を十分に反映した
ものであることが必要である。

３ 使用料対象経費の配賦

１ 使用料対象経費の分解

３.１ 経費別の配賦基準

需要家費 固定費 変動費

0〜10㎥ 11〜30㎥ 51〜100㎥ 501㎥〜

概ね検針回数に応じて各使用
者群に均一に配賦

各使用者群の排水需要の変動に着目して固
定費を各使用者群に傾斜的に配賦

全水量に均等に配賦

31〜50㎥ 101〜500㎥

18



４ 下水道使用料体系の検討

３ 使用料対象経費の配賦

１ 使用料対象経費の分解

３.２ 使用料算定に係る使用料対象経費の配賦イメージ

需要家費

需要家費 固定費 変動費

0〜10㎥ 31〜50㎥ 51〜100㎥ 501㎥〜

需要家費 需要家費 需要家費

固定費 固定費 固定費 固定費

固定費

変動費

固定費 固定費 固定費

変動費
変動費

変動費

基本使用料
（※対使用件数）

従量使用料
（※対排水量）

需要家費

固定費

固定費

変動費

需要家費

固定費

固定費

変動費

11〜30㎥ 101〜500㎥

19



４ 下水道使用料体系の検討

４ 対象となる経費の内訳（2027～2036年度）

１ 使用料対象経費の分解

20

（単位：千円）

需要家費 固定費 変動費
資本費 35,855,453 13,828,488 22,026,965 0 22,026,965 0

減価償却費 32,284,535 13,828,488 18,456,047 18,456,047
支払利息 3,570,918 3,570,918 3,570,918

維持管理費 9,683,788 9,683,788 600,000 7,416,172 1,667,616
職員給与費 961,884 961,884 933,579 28,305
動力費 1,693,040 1,693,040 846,520 846,520
修繕費 983,382 983,382 491,691 491,691
材料費 4,650 4,650 2,325 2,325
薬品費 293,731 293,731 293,731
委託料 4,412,228 4,412,228 0 4,412,228 0
その他 1,334,873 1,334,873 600,000 729,829 5,044

1,720,940 1,720,940 1,720,940
合計 47,260,181 13,828,488 33,431,693 600,000 31,164,077 1,667,616

17,285,157 17,285,157
16,146,536 600,000 13,878,920 1,667,616

経費
⻑期前
受金戻入

その他を控除する前の使用料対象経費

その他の控除
控除後の使用料対象経費

資産維持費

※ 使用料改定率 ＝ 使用料対象経費：16,146,536 ÷ 使用料収入：13,947,476

＝ 1.1576 ⇒ 約15.8％

※下水道使用料算定の基本的な考え方（2016年度版）（公益社団法人日本下水道協会）の経費分解基準を引用
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４ 下水道使用料体系の検討

１ 使用料対象経費の分解

検針
頻度

調定件数
（件）

検針件数
（回）

需要家費の配賦額
（千円）

１件当たりの需要家費
（円）

0 〜 10 年６回 1,311,053 655,526 219,180
11 〜 20 年６回 1,078,571 539,286 180,314
21 〜 30 年６回 711,987 355,993 119,029
31 〜 50 年６回 384,804 192,402 64,331
51 〜 100 年６回 80,700 40,350 13,491
101 〜 500 年６回 15,022 7,511 2,511
501 〜 年６回 6,838 3,419 1,143

計 3,588,975 1,794,488 600,000

水量区分
（㎥/月）

167.18

５ 使用料対象経費の配賦（2027～2036年度）

５.１ 需要家費

検針件数に応じて配賦した需要家費を調定件数で除し、１件当たりの需要家費を算定する。
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４ 下水道使用料体系の検討

１ 使用料対象経費の分解

（単位：千円）

資本費 維持管理費
0 〜 10 ㎥/月 727,156 793,835 1,520,991
11 〜 20 ㎥/月 598,213 653,069 1,251,283
21 〜 30 ㎥/月 394,893 431,104 825,997
31 〜 50 ㎥/月 213,426 232,997 446,423
51 〜 100 ㎥/月 44,759 48,864 93,623
101 〜 500 ㎥/月 8,332 9,096 17,427
501 〜 ㎥/月 3,793 4,140 7,933

1,990,571 2,173,105 4,163,676

固定費
水量区分 合計額

計

（単位：千円）

資本費 維持管理費
0 〜 10 ㎥/月 338,116 415,145 753,261
11 〜 20 ㎥/月 976,416 1,141,771 2,118,188
21 〜 30 ㎥/月 1,007,739 1,178,399 2,186,139
31 〜 50 ㎥/月 881,276 983,678 1,864,954
51 〜 100 ㎥/月 349,583 357,687 707,270
101 〜 500 ㎥/月 542,666 512,534 1,055,200
501 〜 ㎥/月 548,868 481,364 1,030,232

4,644,666 5,070,578 9,715,244

固定費
合計額水量区分

計

◎固定費（基本使用料部分）の配賦 ◎固定費（従量使用料部分）の配賦

５ 使用料対象経費の配賦

５.２ 固定費

固定費のうち、30％は調定件数に応じて使用者に均一に配賦し、70％は使用水量に
応じて配賦する。

※下水道使用料算定の基本的な考え方（2016年度版）（公益社団法人日本下水道協会）の算定例を引用
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４ 下水道使用料体系の検討

１ 使用料対象経費の分解

５ 使用料対象経費の配賦

５.３ 変動費

各使用者群の水量に応じて均一に配賦する。

変動費単価 ＝ 変動費合計額 ÷ 水量合計

＝ 1,667,616千円 ÷ 76,099,252㎥

＝ 21.91円/㎥



（単位：千円、円/㎥）

基本使用料部分
（30％）

従量使用料部分
（70％）

@ 167.18 1,160.13 120.90 21.91 422.11
219,182 1,520,991 753,261 136,551 2,629,985

@ 167.18 1,160.13 123.61 21.91 229.07
180,314 1,251,283 2,118,188 375,483 3,925,268

@ 167.18 1,160.13 123.61 21.91 198.96
119,030 825,997 2,186,139 387,528 3,518,693

@ 167.18 1,160.13 126.33 21.91 182.84
64,332 446,423 1,864,954 323,498 2,699,207

@ 167.18 1,160.13 131.75 21.91 173.62
13,492 93,623 707,270 117,657 932,041

@ 167.18 1,160.05 137.18 21.91 161.69
2,511 17,426 1,055,200 168,574 1,243,709

@ 167.18 1,160.14 142.61 21.91 165.78
1,143 7,933 1,030,232 158,325 1,197,633

@ 167.18 1,160.13 123.67 21.91 212.18
600,000 4,163,676 9,715,244 1,667,616 16,146,536

1,327円/件

固定費
需要家費 変動費 合計

0 10〜 ㎥/月

水量区分

11 〜 20 ㎥/月

21 〜 30 ㎥/月

31 〜 50 ㎥/月

51 〜 100 ㎥/月

均一従量使用料単価（③+④）
146円/㎥

均一基本使用料単価（①＋②）

計

101 〜 500 ㎥/月

501 〜 ㎥/月
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４ 下水道使用料体系の検討

１ 使用料対象経費の分解

① ② ③ ④

５ 使用料対象経費の配賦

５.４ 各使用者群への配賦結果



４ 下水道使用料体系の検討

６ 使用料対象経費の配賦図（フローチャート）

１ 使用料対象経費の分解

25

基本使用料分 従量使用料分
固定費配賦割合 30.0% 70.0%

需要家費 固定費 変動費
600,000千円 13,878,920千円 1,667,616千円

基本使用料分 従量使用料分
4,163,676千円 9,715,244千円

基本使用料分 従量使用料分
使用料構成割合 29.5% 70.5%
原価の構成 4,763,676千円 11,382,860千円
均一単価 1,327円/件 146円/㎥

1,327円/件 146円/㎥

基本使用料 従量使用料
4,763,676千円 11,382,860千円

29.5% 70.5%

均一基本使用料単価 均一従量使用料単価

※現在は基本使用料分15％：従量使用料分85％
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４ 下水道使用料体系の検討

２ 料率の設定

１ 排水需要の予測

件数（件） 水量（㎥）
0 〜 10 1,311,053 6,230,494 29,275,279 4.75
11 〜 20 1,078,571 17,135,710 18,696,582 15.89
21 〜 30 711,987 17,685,418 8,542,246 24.84
31 〜 50 384,804 14,763,038 5,380,847 38.37
51 〜 100 80,700 5,368,166 2,326,557 66.52
101 〜 500 15,022 6,225,983 8,534,457 414.46
501 〜 6,838 8,690,443 3,343,284 1,270.91

3,588,975 76,099,252 76,099,252 21.20

使用料対象水量
（㎥/月）

2027年度〜2036年度 水量区分ごとの
使用水量（㎥）

１件当たり水量
（㎥/件）

計
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４ 下水道使用料体系の検討

２ 料率の設定

２ 改定料率表
（税抜）

改定率（②/①）
600円 1,327円 221%

0 〜 10 １㎥当たり 80円 １㎥当たり 144円 180%
11 〜 20 〃 170円 〃 147円 86%
21 〜 30 〃 170円 〃 149円 87%
31 〜 50 〃 195円 〃 183円 94%
51 〜 100 〃 220円 〃 170円 77%
101 〜 500 〃 245円 〃 164円 67%
501 〜 〃 260円 〃 164円 63%

水量区分（㎥/月）

従
量
使
用
料

従
量
使
用
料

基本使用料 基本使用料
改定②現行①
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４ 下水道使用料体系の検討

【参考１】 近隣市町の基本使用料

（単位　円・税抜き）

豊岡市との比較 豊岡市との比較

豊 岡 市
［ 現 行 ］

1,400 なし 600

養 父 市 1,715 ＋ 315 10㎥ 1,715 ＋ 1,115

朝 来 市 1,429 ＋ 29 10㎥ 1,429 ＋ 829

香 美 町 1,800 ＋ 400 10㎥ 1,800 ＋ 1,200

新 温 泉 町 1,500 ＋ 100 10㎥ 1,500 ＋ 900

丹 波 市 2,675 ＋ 1,275 5㎥ 2,100 ＋ 1,500

丹 波 篠 山 市 1,200 △ 200 8㎥ 900 ＋ 300

　＊１ 豊岡市は基本使用料（600円）に基本水量を付していないが、他団体との比較のため、10㎥使用時の使用料を記載している。

　＊２ 丹波市は基本使用料（2,100円）の基本水量は５㎥であるが、他団体との比較のため、10㎥使用時の使用料を記載している。

　＊３ 丹波篠山市は基本使用料（900円）の基本水量は８㎥であるが、他団体との比較のため、10㎥使用時の使用料を記載している。

使用水量 0㎥時の使用料
市　町　名 基本水量

基　本　使　用　料

＊１

＊２

＊３
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４ 下水道使用料体系の検討

【参考２－１】 前回改定以降の兵庫県内における改定実績

年　度
2016

（H28）
2016

（H28）
2016

（H28）
2017

（H29）
2019

（R1）
2020

（R2）
2020

（R2）

市町名 豊岡市 宝塚市 小野市 姫路市 たつの市 神戸市 丹波市

改定率 11.3% 18.5% 15.0% 9.8% 20.0% 1.9% 1.3%

年　度
2021

（R3）
2022

（R4）
2023

（R5）
2024
(R6)

2025
（R7）

2025
（R7）

2025
（R7）

市町名 三田市 相生市 太子町 小野市 姫路市 たつの市 淡路市

改定率 29.4% 11.9% 18.7% 10.0% 15.8% 20.0% 13.0%

出典：総務省・小野市・姫路市・たつの市・淡路市の各々HP
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４ 下水道使用料体系の検討

【参考２－２】 2025(Ｒ７)年度に改定した兵庫県内自治体の概要

豊岡市との比較 豊岡市との比較 豊岡市との比較

豊 岡 市 30.1 75,478 13.33

姫 路 市 111.2 ＋ 81.1 497,630 ＋ 422,152 6.13 △ 7.20

た つ の 市 38.1 ＋ 8.0 70,465 △ 5,013 11.99 △ 1.34

淡 路 市 15.4 △ 14.7 26,876 △ 48,602 13.59 ＋ 0.26

処理区域内人口１人当たりの管渠の長さ（ｍ）処理区域内人口（人）
市　名

処理区域面積（㎢）

◎下水道使用料改定の目的
☛ 姫路市

水需要減少に伴う下水道使用料の減収や、更新費用の増加による財源確保の改善。
水道料金も同機で12.1％の改定。

☛ たつの市
公費に頼っている経営状態の改善に加え、人口減少等による収入減少に対応。

☛ 淡路市
汚水処理費の約50％しか賄えていない下水道使用料の改定。
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４ 下水道使用料体系の検討

【参考３】 近隣市町の累進度

（単位　円・税抜き）

㎥あたり単価 区　　分 ㎥あたり単価

豊 岡 市
［ 現 行 ］

1,400 140.0  500㎥を超える分 260.0 1.85

養 父 市 1,715 171.5    80㎥を超える分 255.0 1.49

朝 来 市 1,429 142.9    50㎥を超える分 162.0 1.13

香 美 町 1,800 180.0  500㎥を超える分 260.0 1.44

新 温 泉 町 1,500 150.0  100㎥を超える分 220.0 1.46

丹 波 市 2,675 267.5    80㎥を超える分 215.0 0.80

丹 波 篠 山 市 1,200 112.0  100㎥を超える分 190.0 1.68

　＊１ 豊岡市は基本使用料（600円）に基本水量を付していないが、他団体との比較のため、10㎥使用時の使用料を記載している。

　＊２ 丹波市は基本使用料（2,100円）の基本水量は５㎥であるが、他団体との 比較のため、10㎥使用時の使用料を記載している。

　＊３ 丹波篠山市は基本使用料（900円）の基本水量は８㎥であるが、他団体との比較のため、10㎥使用時の使用料を記載している。

市　町　名
基　本　使　用　料 最 高 使 用 料 単 価

累　進　度

＊１

＊２

＊３

使用量の増加に応じて使用料単価が高くなる体系であり、水量区分ごとの使用料単価の最小
のものに対する倍率のことである。
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４ 下水道使用料体系の検討

【参考４】 調定件数・有収水量・下水道使用料収入の割合（2024年度実績）

【ボリュームゾーン（0〜50㎥）が占める割合】
・調定件数：97.1％
・有収水量：73.3％
・下水道使用料収入：68.1％

水量に対して
使用料収入が

低い

水量に対して
使用料収入が

高い
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４ 下水道使用料体系の検討

【参考５】 使用料の計算方法（現行使用料での計算例）

【 単位：円（税抜） 】

単価

600 600 600 600 600

　　　　　　　10㎥まで 80 5×80＝400 10×80＝800 10×80＝800 10×80＝400

10㎥を超え30㎥まで 170 10×170＝1,700 20×170＝3,400 20×170＝3,400

30㎥を超え50㎥まで 195 10×195＝1,950 20×195＝3,900

50㎥を超え100㎥まで 220 50×220＝11,000

100㎥を超え500㎥まで 245 400×245＝98,000

500㎥を超える分 260 200×260＝52,000

従量使用料 計　② 400 2,500 6,150 168,700

1,000 3,100 6,750 169,300

100 310 675 16,930

1,100 3,410 7,425 186,230

従
量
使
用
料

基本＋従量使用料　①＋②

消費税（10％）

使用料合計

区　　　　　分 水量5㎥ 水量20㎥ 水量40㎥ 水量700㎥

基本使用料　①
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４ 下水道使用料体系の検討

３－１ 【案１】下水道使用料表・使用水量別使用料

◎改定の考え方
使用料対象経費の配賦結果である基本使用料：1,327円（税抜）を基本とし、１円

単位を端数調整。従量使用料は変えずに、基本使用料のみの改定とする。
⇒ ・基本使用料のみ2.2倍の792円（税込）上がり、改定率が18.5％となる。

・20㎥/月使用した場合、792円（税込）の値上がりとなる。
・使用料収入は16,587,258千円となる。

（税込）

0 660 1,452 792 220.00%

5 1,100 1,892 792 172.00%

10 1,540 2,332 792 151.43%

20 3,410 4,202 792 123.23%

30 5,280 6,072 792 115.00%

40 7,425 8,217 792 110.67%

50 9,570 10,362 792 108.28%

100 21,670 22,462 792 103.65%

500 129,470 130,262 792 100.61%

1,000 272,470 273,262 792 100.29%

5,000 1,416,470 1,417,262 792 100.06%

10,000 2,846,470 2,847,262 792 100.03%

比　　　較
現　行
使用料

①
　　 (円)

 案　１
18.5%

水量

　(㎥)

改定案
使用料

②
　　 (円)

金　額
②－①
　 (円)

率
②／①
　 (％)

（円（税込）・％）

792

220.0%

0

100.0%

0

100.0%

0

100.0%

0

100.0%

0

100.0%

0

100.0%

区　　分 現 行

案　１

18.5%

改定案
比較(額)

  〃  (率)

基本使用料 660 1,452

従
量
使
用
料

10㎥まで 88.0 88.0

10㎥を超え
30㎥まで

187.0 187.0

30㎥を超え
50㎥まで

214.5 214.5

50㎥を超え
100㎥まで

242.0 242.0

100㎥を超え
500㎥まで

269.5 269.5

500㎥を
超える分

286.0 286.0
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４ 下水道使用料体系の検討

３－２ 長期収支見通し ※改定率：18.5％

※端数処理の都合上、合計が一致していない場合がある。

決算 決算
R05 R06 R07 R08 R09 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20

5,276 4,913 5,145 5,167 5,263 5,208 5,234 4,960 4,688 4,523 4,426 4,389 4,376 4,347 4,325 4,313

1,498 1,505 1,477 1,466 1,728 1,713 1,697 1,682 1,667 1,652 1,636 1,620 1,605 1,589 1,573 1,557

2,371 2,022 2,469 2,468 2,327 2,260 2,267 1,966 1,681 1,484 1,353 1,285 1,254 1,227 1,204 1,189

1,399 1,376 1,184 1,222 1,198 1,224 1,258 1,301 1,329 1,376 1,425 1,473 1,506 1,520 1,536 1,556

7 10 15 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11

4,590 4,607 4,332 4,225 4,192 4,210 4,280 4,376 4,448 4,566 4,690 4,824 4,904 4,945 5,002 5,064

1,071 1,097 1,133 981 994 967 974 981 988 996 1,005 1,024 1,022 1,030 1,039 1,048

53 65 7 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

3,155 3,111 2,816 2,879 2,870 2,932 2,995 3,078 3,136 3,229 3,323 3,414 3,478 3,495 3,527 3,562

365 398 383 365 329 310 312 317 324 341 362 386 404 419 436 454

685 307 813 942 1,071 998 954 583 239 △ 43 △ 264 △ 434 △ 528 △ 598 △ 677 △ 751

0 0 490 532 664 761 1,084 1,381 1,620 1,577 1,314 879 351 △ 247 △ 924 △ 1,675

2,639 3,238 4,401 2,473 2,988 2,778 3,057 2,577 3,031 2,914 2,976 2,549 2,335 2,404 2,504 2,597

1,931 2,112 2,710 1,735 1,828 1,554 1,591 1,291 1,499 1,422 1,458 1,273 1,164 1,198 1,248 1,295

2 24 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

697 1,085 1,691 737 1,159 1,224 1,465 1,285 1,532 1,491 1,517 1,276 1,170 1,205 1,255 1,302

9 17 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

5,043 5,844 6,999 5,074 5,668 5,533 5,825 5,103 5,264 4,767 4,560 3,967 3,696 3,697 3,745 3,809

1,331 2,114 3,340 1,559 2,284 2,352 2,843 2,536 3,002 2,896 2,965 2,546 2,334 2,404 2,503 2,597

3,712 3,730 3,659 3,515 3,384 3,182 2,982 2,567 2,262 1,872 1,595 1,422 1,362 1,293 1,242 1,212

△ 2,404 △ 2,606 △ 2,598 △ 2,601 △ 2,680 △ 2,755 △ 2,768 △ 2,527 △ 2,232 △ 1,854 △ 1,584 △ 1,418 △ 1,361 △ 1,293 △ 1,242 △ 1,212

2,404 2,606 2,598 2,601 2,680 2,755 2,768 2,527 2,232 1,854 1,584 1,418 1,361 1,293 1,242 1,212

1,790 1,356 1,355 1,432 1,603 1,662 1,715 1,667 1,620 1,709 1,895 2,105 2,298 2,496 2,687 2,853

39,391 37,781 36,838 35,063 33,511 31,886 30,498 29,223 28,461 28,012 27,875 27,726 27,528 27,433 27,439 27,522

3,245 2,936 2,559 2,475 3,103 3,225 3,375 3,138 3,450 3,500 3,716 3,697 3,798 4,057 4,312 4,534

収益的収支（百万円、税抜）

項目　／　年度 2026 2027 2034 2035 2036 2037 20382032 20332028 2029 2030 2031

収
益
的
収
支

収入（収益）

下水道使用料

一般会計繰入金

長期前受金戻入

その他

累積損益（利益処分後）

支出（費用）

維持管理費等

減価償却費

支払利息

単年度損益

項目　／　年度 2032 2033 2034 2035 2036 2037 20382023

資本的収支（百万円、税込）

その他

支　出

建設改良費

企業債償還金

収支過不足額

現金預金残高

2023 2024 2025

　うち、非現金支出分

企業債残高

補てん
財源

使用額

翌年度繰越額

資
本
的
収
支

収　入

企業債

一般会計繰入金等

国庫補助金

2029 2030 20312024 2025 2026 2027 2028
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４ 下水道使用料体系の検討

４－１ 【案２】下水道使用料表・使用水量別使用料

◎改定の考え方
基本使用料を2.0倍の1,320円（税込）とし、「10㎥まで」の水量区分のみ改定する。
⇒ ・「10㎥まで」の水量区分が5.5円上がり、改定率が16.5％となる。

・20㎥/月使用した場合、715円（税込）の値上がりとなる。
・使用料収入は16,297,559千円となる。

（税込）

0 660 1,320 660 200.00%

5 1,100 1,787 687 162.45%

10 1,540 2,255 715 146.43%

20 3,410 4,125 715 120.97%

30 5,280 5,995 715 113.54%

40 7,425 8,140 715 109.63%

50 9,570 10,285 715 107.47%

100 21,670 22,385 715 103.30%

500 129,470 130,185 715 100.55%

1,000 272,470 273,185 715 100.26%

5,000 1,416,470 1,417,185 715 100.05%

10,000 2,846,470 2,847,185 715 100.03%

現　行
使用料

①
　　 (円)

 案　２
16.5%

水量

　(㎥)

改定案
使用料

②
　　 (円)

金　額
②－①
　 (円)

率
②／①
　 (％)

比　　　較

（円（税込）・％）

660

200.0%

5.5

106.3%

0

100.0%

0

100.0%

0

100.0%

0

100.0%

0

100.0%

500㎥を
超える分

286.0 286.0

100㎥を超え
500㎥まで

269.5 269.5

50㎥を超え
100㎥まで

242.0 242.0

30㎥を超え
50㎥まで

214.5 214.5

10㎥を超え
30㎥まで

187.0 187.0

従
量
使
用
料

10㎥まで 88.0 93.5

基本使用料 660 1,320

  〃  (率)
改定案

比較(額)

区　　分 現 行

案　２

16.5%
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４ 下水道使用料体系の検討

４－２ 長期収支見通し ※改定率：16.5％

※端数処理の都合上、合計が一致していない場合がある。

決算 決算
R05 R06 R07 R08 R09 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20

5,276 4,913 5,145 5,167 5,233 5,178 5,204 4,930 4,659 4,494 4,397 4,361 4,348 4,319 4,297 4,286

1,498 1,505 1,477 1,466 1,697 1,683 1,668 1,652 1,638 1,623 1,608 1,592 1,576 1,561 1,545 1,530

2,371 2,022 2,469 2,468 2,327 2,260 2,267 1,966 1,681 1,484 1,353 1,285 1,254 1,227 1,204 1,189

1,399 1,376 1,184 1,222 1,198 1,224 1,258 1,301 1,329 1,376 1,425 1,473 1,506 1,520 1,536 1,556

7 10 15 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11

4,590 4,607 4,332 4,225 4,192 4,210 4,280 4,376 4,448 4,566 4,690 4,824 4,904 4,945 5,002 5,064

1,071 1,097 1,133 981 994 967 974 981 988 996 1,005 1,024 1,022 1,030 1,039 1,048

53 65 7 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

3,155 3,111 2,816 2,879 2,870 2,932 2,995 3,078 3,136 3,229 3,323 3,414 3,478 3,495 3,527 3,562

365 398 383 365 329 310 312 317 324 341 362 386 404 419 436 454

685 307 813 942 1,041 968 924 554 210 △ 72 △ 292 △ 463 △ 556 △ 626 △ 704 △ 778

0 0 490 532 634 701 994 1,262 1,472 1,400 1,108 645 89 △ 537 △ 1,241 △ 2,019

2,639 3,238 4,401 2,473 2,988 2,778 3,057 2,577 3,031 2,914 2,976 2,549 2,335 2,404 2,504 2,597

1,931 2,112 2,710 1,735 1,828 1,554 1,591 1,291 1,499 1,422 1,458 1,273 1,164 1,198 1,248 1,295

2 24 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

697 1,085 1,691 737 1,159 1,224 1,465 1,285 1,532 1,491 1,517 1,276 1,170 1,205 1,255 1,302

9 17 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

5,043 5,844 6,999 5,074 5,668 5,533 5,825 5,103 5,264 4,767 4,560 3,967 3,696 3,697 3,745 3,809

1,331 2,114 3,340 1,559 2,284 2,352 2,843 2,536 3,002 2,896 2,965 2,546 2,334 2,404 2,503 2,597

3,712 3,730 3,659 3,515 3,384 3,182 2,982 2,567 2,262 1,872 1,595 1,422 1,362 1,293 1,242 1,212

△ 2,404 △ 2,606 △ 2,598 △ 2,601 △ 2,680 △ 2,755 △ 2,768 △ 2,527 △ 2,232 △ 1,854 △ 1,584 △ 1,418 △ 1,361 △ 1,293 △ 1,242 △ 1,212

2,404 2,606 2,598 2,601 2,680 2,755 2,768 2,527 2,232 1,854 1,584 1,418 1,361 1,293 1,242 1,212

1,790 1,356 1,355 1,432 1,573 1,602 1,625 1,548 1,472 1,532 1,689 1,871 2,036 2,207 2,370 2,509

39,391 37,781 36,838 35,063 33,511 31,886 30,498 29,223 28,461 28,012 27,875 27,726 27,528 27,433 27,439 27,522

3,245 2,936 2,559 2,475 3,073 3,165 3,285 3,019 3,302 3,323 3,510 3,464 3,536 3,768 3,995 4,189

収益的収支（百万円、税抜）

項目　／　年度 2026 2027 2034 2035 2036 2037 20382032 20332028 2029 2030 2031

収
益
的
収
支

収入（収益）

下水道使用料

一般会計繰入金

長期前受金戻入

その他

累積損益（利益処分後）

支出（費用）

維持管理費等

減価償却費

支払利息

単年度損益

項目　／　年度 2032 2033 2034 2035 2036 2037 20382023

資本的収支（百万円、税込）

その他

支　出

建設改良費

企業債償還金

収支過不足額

現金預金残高

2023 2024 2025

　うち、非現金支出分

企業債残高

補てん
財源

使用額

翌年度繰越額

資
本
的
収
支

収　入

企業債

一般会計繰入金等

国庫補助金

2029 2030 20312024 2025 2026 2027 2028
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４ 下水道使用料体系の検討

５－１ 【案３】下水道使用料表・使用水量別使用料

◎改定の考え方
基本使用料を1,000円（税込）以下とし、「10㎥まで」及び「10㎥を超え30㎥まで」の水量区分

を改定する。
⇒ ・「10㎥まで」の水量区分が33.0円（税込）上がり、「10㎥を超え30㎥まで」の水量区分

が11.0円（税込）上がり、改定率が16.0％となる。
・20㎥/月使用した場合、770円（税込）の値上がりとなる。
・使用料収入は16,223,329千円となる。

（税込）

0 660 990 330 150.00%

5 1,100 1,595 495 145.00%

10 1,540 2,200 660 142.86%

20 3,410 4,180 770 122.58%

30 5,280 6,160 880 116.67%

40 7,425 8,305 880 111.85%

50 9,570 10,450 880 109.20%

100 21,670 22,550 880 104.06%

500 129,470 130,350 880 100.68%

1,000 272,470 273,350 880 100.32%

5,000 1,416,470 1,417,350 880 100.06%

10,000 2,846,470 2,847,350 880 100.03%

比　　　較
現　行
使用料

①
　　 (円)

 案　３
16.0%

水量

　(㎥)

改定案
使用料

②
　　 (円)

金　額
②－①
　 (円)

率
②／①
　 (％)

（円（税込）・％）

330

150.0%

33

137.5%

11

105.9%

0

100.0%

0

100.0%

0

100.0%

0

100.0%

区　　分 現 行

案　３

16.0%

改定案
比較(額)

  〃  (率)

基本使用料 660 990

従
量
使
用
料

10㎥まで 88.0 121.0

10㎥を超え
30㎥まで

187.0 198.0

30㎥を超え
50㎥まで

214.5 214.5

50㎥を超え
100㎥まで

242.0 242.0

100㎥を超え
500㎥まで

269.5 269.5

500㎥を
超える分

286.0 286.0
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４ 下水道使用料体系の検討

５－２ 長期収支見通し ※改定率：16.0％

※端数処理の都合上、合計が一致していない場合がある。

決算 決算
R05 R06 R07 R08 R09 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19 R20

5,276 4,913 5,145 5,167 5,226 5,170 5,197 4,923 4,651 4,487 4,390 4,354 4,341 4,312 4,290 4,279

1,498 1,505 1,477 1,466 1,690 1,675 1,660 1,645 1,630 1,615 1,600 1,585 1,569 1,554 1,538 1,523

2,371 2,022 2,469 2,468 2,327 2,260 2,267 1,966 1,681 1,484 1,353 1,285 1,254 1,227 1,204 1,189

1,399 1,376 1,184 1,222 1,198 1,224 1,258 1,301 1,329 1,376 1,425 1,473 1,506 1,520 1,536 1,556

7 10 15 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11

4,590 4,607 4,332 4,225 4,192 4,210 4,280 4,376 4,448 4,566 4,690 4,824 4,904 4,945 5,002 5,064

1,071 1,097 1,133 981 994 967 974 981 988 996 1,005 1,024 1,022 1,030 1,039 1,048

53 65 7 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

3,155 3,111 2,816 2,879 2,870 2,932 2,995 3,078 3,136 3,229 3,323 3,414 3,478 3,495 3,527 3,562

365 398 383 365 329 310 312 317 324 341 362 386 404 419 436 454

685 307 813 942 1,033 961 916 547 203 △ 79 △ 300 △ 470 △ 564 △ 633 △ 711 △ 785

0 0 490 532 626 685 971 1,231 1,434 1,355 1,055 585 22 △ 611 △ 1,323 △ 2,108

2,639 3,238 4,401 2,473 2,988 2,778 3,057 2,577 3,031 2,914 2,976 2,549 2,335 2,404 2,504 2,597

1,931 2,112 2,710 1,735 1,828 1,554 1,591 1,291 1,499 1,422 1,458 1,273 1,164 1,198 1,248 1,295

2 24 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

697 1,085 1,691 737 1,159 1,224 1,465 1,285 1,532 1,491 1,517 1,276 1,170 1,205 1,255 1,302

9 17 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

5,043 5,844 6,999 5,074 5,668 5,533 5,825 5,103 5,264 4,767 4,560 3,967 3,696 3,697 3,745 3,809

1,331 2,114 3,340 1,559 2,284 2,352 2,843 2,536 3,002 2,896 2,965 2,546 2,334 2,404 2,503 2,597

3,712 3,730 3,659 3,515 3,384 3,182 2,982 2,567 2,262 1,872 1,595 1,422 1,362 1,293 1,242 1,212

△ 2,404 △ 2,606 △ 2,598 △ 2,601 △ 2,680 △ 2,755 △ 2,768 △ 2,527 △ 2,232 △ 1,854 △ 1,584 △ 1,418 △ 1,361 △ 1,293 △ 1,242 △ 1,212

2,404 2,606 2,598 2,601 2,680 2,755 2,768 2,527 2,232 1,854 1,584 1,418 1,361 1,293 1,242 1,212

1,790 1,356 1,355 1,432 1,565 1,587 1,602 1,518 1,434 1,487 1,637 1,811 1,969 2,132 2,288 2,420

39,391 37,781 36,838 35,063 33,511 31,886 30,498 29,223 28,461 28,012 27,875 27,726 27,528 27,433 27,439 27,522

3,245 2,936 2,559 2,475 3,066 3,149 3,262 2,989 3,264 3,277 3,458 3,404 3,469 3,693 3,914 4,101

収益的収支（百万円、税抜）

項目　／　年度 2026 2027 2034 2035 2036 2037 20382032 20332028 2029 2030 2031

収
益
的
収
支

収入（収益）

下水道使用料

一般会計繰入金

長期前受金戻入

その他

累積損益（利益処分後）

支出（費用）

維持管理費等

減価償却費

支払利息

単年度損益

項目　／　年度 2032 2033 2034 2035 2036 2037 20382023

資本的収支（百万円、税込）

その他

支　出

建設改良費

企業債償還金

収支過不足額

現金預金残高

2023 2024 2025

　うち、非現金支出分

企業債残高

補てん
財源

使用額

翌年度繰越額

資
本
的
収
支

収　入

企業債

一般会計繰入金等

国庫補助金

2029 2030 20312024 2025 2026 2027 2028


